



































大学マノア校を 2014 年 8 月に訪問調査した際に収集した資料および関係
者へのインタビューに基づく．あわせて，ペンシルバニア州の旗艦大学であ









College）， ホ ノ ル ル・ コ ミ ュ ニ テ ィ・ カ レ ッ ジ（HonoluluCommunity
College），カピオラニ・コミュニティ・カレッジ（Kapi’olaniCommunity















スが置かれ，少なくとも 1 人の IR 担当がいて，IR 機能をもっている 2）．10
大学全体で，20 ～ 25 人の IR スタッフがいて，ハワイ州システム全体の会










forAcademicPlanningandPolicy）である 3）．この IR 分析室は，ディレク



















の 2 年制短期大学であるコミュニティ・カレッジの IR 担当者には教員出身
者もいる．教員出身者の方が教員から信頼され，一目おかれるからであろう．













IR 担 当 専 門 職 の 職 能 開 発 に は，IR 協 会（AssociationforInstitutional
Research，以下，AIR と表記）や地域の IR 専門職団体を活用する．毎年
2000 人が参加する AIR の年次大会への参加費や交通費等は大学側に支援し
てもらえる．あわせてハワイ大学の授業に参加することも認められている．




























ノア IR 室（ManoaInstitutionalResearchOffice，以下 MIRO と表記）であ





















































職能開発は webinar やビデオを見て学ぶ．ディレクターの Dr.Zhnag は
大学計画立案担当者の会（SocietyforCollegeandUniversityPlanners，以
下 SCUP と表記）のセミナーの修了生である．セミナーの SCUP １は 1 日，
SCUP ２は少し長期にわたり，SCUP ３は MBA プログラムのようなケースス
タディを実施する．状況や課題を検討し，参加者が互いにサポートし合う．






































































ムの創設者は IR 研究の第一人者でもある J.FredricksVolkwein 名誉教授で
ある．同様に，ペンステートの高等教育研究センターの PatrickT.Terenzini

















































見 て み る． 計 画・ 評 価・ 調 査 室（InstitutionalPlanning,Assessmentand
Research，以下 IPAR と表記）は，ディレクター 1 人とデータベースの IT
スペシャリスト３人で構成されている．教学担当副学長（Provostand　
VicePresidentforAcademicAffairs）が管轄する組織の 1 つである．ディレ











本稿では，2014 年度から 2015 年度にかけて調査してきたアメリカの
州立大学における IR 専門職について，ハワイ大学を中心に検討してきた．












































IR オフィスの長が報告する直属の上司，すなわち上層部が IR の役割をどの
ように捉えているかによるのである．
























大学等の IR 関係者は，アメリカ国内の VoluntarySystemofAccountability
（VSA）のカレッジ・ポートレート（CollegePortrait）については知らない
とのことであった．また AIR は日本においても有名で，年次大会に参加す
る IR 関係者も増加しているが，アメリカの IR 関係者に高く評価されている





２）ハワイ大学の副総長直轄の IR 分析室の上級アナリストの Mr.DavidJ.
Mongold は IR オフィスのことを，“productionshop” と例えて呼んでい




ナリストの計３名にインタビュー（2014 年 8 月 5 日）．
４）IR のスタッフを増やしたいときは，学内の人事（HR）に申請をする．
５）例えば “Hawai’iGraduationInitiative” と呼ばれるハワイ州の 10 大学の













ビュー（2014 年 8 月 5 日）．
９）MIRO は，ハワイ大学マノア校全体に関する IR を担っており，10 年に
1 回のアクレディテーションにも対応している CollegePortrait のこと
は IRAO 同様に知らないとのことであった．
10）Dr.YaoZhangHill,AssistantSpecialist,AssessmentOffice と Dr.Monica
Stitt-Bergh,AssociateSpecialist,AssessmentOffice に イ ン タ ビ ュ ー
（2014 年 8 月６日）．Librarian やアドバイザーなどは specialisttype
faculty．Instructionfaculty とは異なる．
11）Dr.BettyHarper, InterimExecutiveDirector,OfficeofPlanningand






13）Dr. Stephanie A. Bond Huie, Vice Chancellor, Office of Strategic
InitiativesfortheUniversityofTexasSystem．2014 年 2 月 22 日に大
正大学にて開催された EMIR 勉強会のゲスト講師．
14）Dr.EriFujieda（藤枝エリ）,Director,InstitutionalPlanning,Assessment












推進について（審議まとめ）」平成 26 年２月 12 日．
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